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し
込
み
、跳
ね
る
よ
う
に
体
を
引
き

寄
せ
て
は
前
進
す
る
。そ
の
た
め
歩

き
方
は
ど
こ
と
な
く
こ
っ
け
い
で
、

人
が
酔
っ
た
と
き
の
千
鳥
足
に
も

似
て
い
る
。ま
た
、和
名
の
由
来
は

ま
が
き

殻
の
模
様
が
竹
で
編
ん
だ
籬
（
間

垣
）に
似
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
仲
間
、な
か
な
か

　
昭
和
56
年
３
月
に
第
１
回
大
会

を
開
催
。当
時
は
、房
南
中
学
校
を

ス
タ
ー
ト
、フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
を

使
い
、20
㎞
と
10
㎞
の
コ
ー
ス
を

設
定
し
、合
計
852
人
が
参
加
を
申

し
込
ん
だ
。大
会
当
日
に
は
前
夜

か
ら
の
強
風
が
残
り
、春
一
番
の

烈
風
が
吹
き
荒
れ
、急
き
ょ
受
付

場
所
や
ゴ
ー
ル
な
ど
を
房
南
中
学

校
校
庭
か
ら
神
戸
農
協
前
に
移
動

し
て
の
開
催
だ
っ
た
。

　
翌
年
か
ら
20
㎞
を
25
㎞
に
変

　
16
歳
か
ら
走
り
始
め
、若
い
頃

は
競
技
志
向
で
、よ
り
よ
い
記
録

を
狙
っ
て
い
ま
し
た
。若
潮
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
始
ま
る
ま
で
は
青
梅

マ
ラ
ソ
ン
に
も
参
加
し
、そ
の
頃

は
練
習
量
も
多
く
、月
に
300
㎞
以

上
は
走
っ
て
い
ま
し
た
。

  

ひ
ざ
の
故
障
な
ど
か
ら
年
々
練

習
量
が
減
り
、50
歳
代
に
入
っ
て

か
ら
は
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と

し
て
目
標
タ
イ
ム
を
設
定
し
、ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
楽
し
み
な
が
ら
、

走
る
こ
と
を
通
じ
て
仲
間
づ
く
り

な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

   

昭
和
56
年
、29
歳
の
と
き
か
ら

欠
か
さ
ず
マ
ラ
ソ
ン
日
誌
を
つ
け

市
民
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館
山
が
、
日
本
の
フ
ラ
メ
ン
コ
の
故

郷
と
呼
ば
れ
る
よ
う
学
生
を
サ
ポ
ー

４
半
世
紀
を
迎
え
る
若
潮
マ
ラ
ソ
ン

す
べ
て
の
大
会
を
走
破
し
た
の
は
誇
り

つ
め
て
み
よ
う
観
て
み
よ
う

見

て
い
ま
す
が
、３
万
５
千
㎞

ほ
ど
走
っ
て
い
ま
す
。地
球

一
周
が
約
４
万
㎞
な
の
で
日

誌
を
つ
け
て
な
い
、練
習
量

が
多
か
っ
た
若
い
頃
の
14
年

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

館
山
若
潮
マ
ラ
ソ
ン
大
会

間
分
を
足
す
と
、す
で
に
地
球
を

２
周
す
る
ほ
ど
走
っ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。こ
れ
ほ
ど
の
距
離

を
走
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、家
族

を
は
じ
め
周
囲
の
理
解
に
よ
る
も

の
で
、感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
若
潮
マ
ラ
ソ
ン
が
４
半
世
紀
の

歴
史
を
刻
み
、そ
の
す
べ
て
の
大

会
で
走
っ
て
き
た
こ
と
を
誇
り
に

思
い
ま
す
。第
５
回
大
会
ま
で
房

南
中
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
開
催

今年も走り続ける鈴木さん

　
ソ
デ
ボ
ラ
科
の
巻
貝
で
、房
総
半

島
か
ら
サ
ン
ゴ
礁
ま
で
の
暖
か
い

海
に
住
ん
で
い
る
。見
て
く
れ
は
イ

モ
ガ
イ
類
と
そ
っ
く
り
だ
が
、特
徴

あ
る
ギ
ョ
ロ
眼
と
足
の
形
で
見
分

け
が
つ
く
。マ
ガ
キ
ガ
イ
の
眼
は
ソ

デ
ボ
ラ
類
に
共
通
す
る
長
い
柄
の

先
に
つ
い
て
い
て
、黒
い
輪
の
縁
取

り
が
あ
る
。警
戒

心
が
強
く
、い
つ

も
殻
の
窪
み
か
ら

こ
の
目
を
突
き
出

し
て
は
辺
り
を

覗
っ
て
い
る
。足

は
一
般
の
巻
貝
の

よ
う
に
平
ら
で
な

く
て
細
長
く
、殻

マ ガ キ ガ イ
～チョンチョンバイ～

ふ
た

の
蓋
も
細
長
く
尖
り
、お
ま
け
に
何

か
を
引
っ
掛
け
る
よ
う
な
ぎ
ざ
ぎ

ざ
ま
で
つ
い
て
い
る
。彼
ら
は
こ
の

筋
肉
質
の
足
と
蓋
を
う
ま
く
使
っ

て
歩
く
の
で
あ
る
。普
通
の
巻
貝
は

平
た
い
足
で
滑
る
よ
う
に
這
い
回

る
が
、彼
ら
は
尖
っ
た
蓋
を
砂
に
差

味
が
い
い
の
で
酢
味
噌
あ
え
な

ど
に
し
て
好
ん
で
食
べ
ら
れ
て

い
る
よ
う
だ
。あ
る
日
、浜
で
焚

き
火
を
し
て
い
た
友
人
か
ら

「
チ
ョ
ン
チ
ョ
ン
バ
イ
焼
け
た

よ
」と
声
が
か
か
っ
た
。こ
れ
に

は
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
っ
た
。バ

イ
の
仲
間
で
は
な
い
に
し
て
も
、

特
徴
を
つ
か
ん
だ
実
に
う
ま
い

ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
。分
類
学
者
の
先
生

方
も
こ
ん
な
ユ
ー
モ
ア
を
取
り
入

れ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

     

東
京
海
洋
大
学 

助
教
授

                       

小
池
康
之

▼ギョロ眼で覗き見

▲細い足と蓋 ▲反転も得意

間垣模様

蓋

さ
れ
た
こ
と
や
降
雪
が
あ
っ
た
大

会
、走
り
な
が
ら
強
風
に
悩
ま
さ

れ
た
こ
と
な
ど
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
ね
。こ
れ
か
ら
個
人
的
に
は
、30

回
、35
回
と
大
会
へ
の
連
続
参
加

を
第
一
の
目
標
に
、館
山
陸
協
の

理
事
・
館
山
市
体
育
指
導
委
員
と

し
て
、走
る
こ
と
を
通
じ
て
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
自
分
の
経
験

を
役
立
て
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

（
鈴
木
正
一
さ
ん
）

更
、５
回
大
会
ま
で
房
南
中
学
校

を
中
心
に
開
催
。第
６
回
大
会
か

ら
25
㎞
を
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
変
更

し
、市
民
運
動
場
で
開
催
。参
加
者

も
年
々
増
え
、こ
の
回
に
は
２
千

890
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
る
。

　
第
３
回
大
会
か
ら
１
月
の
開
催

に
な
っ
た
が
、菜
の
花
が
咲
く

コ
ー
ス
は
、遠
方
か
ら
の
ラ
ン

ナ
ー
に
も
好
評
で
、第
16
回
大
会

に
は
６
千
人
を
超
え
る
大
会
に

な
っ
た
。

　
今
年
も
今
月
30
日
約
４
千
600
人

の
ラ
ン
ナ
ー
が
健
脚
を
競
う
。

昨年のフルマラソン
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　新年明けましておめでとうご
ざいます。市民の皆様には、新年
を健やかにお迎えのこととお喜
び申し上げます。
　今、地域のことは、自らの意思
で決定し、自らが責任を持つ地方
分権という時代の転換期にあり
ます。
　このような時代にあって、向か

　

　民生委員・児童委員は、各地区の中で、市民が抱える問題につ
いて、相手の立場にたって相談に応じます。それぞれの状況に
応じて、行政の各種サービスの情報提供をしたり、関係する行
政機関と連携しながら適切なサービスが提供できるようパイ
プ役として活動します。
　民生委員は、児童虐待をはじめ、子どもや家庭を取り巻く環
境などの問題について窓口となる児童委員も兼ねています。
さらに各地区の主任児童相談員は、学校や児童相談所とも連

　
館
山
地
区
／
山
中
通
夫（
新
井

１
）、佐
久
間
邦
彦（
新
井
２
）、鈴

み
つ
え

木
正（
新
井
３
）、亀
井
美
江（
新

井
４
）、鈴
木
恭
子（
下
町
）、高
橋

由
利
男（
仲
町
）、佐
野
久
子（
上

町
）、押
元
き
み（
楠
見
）、北
条
芳

子（
上
須
賀
１
〜
10
班
）、田
辺
安

子（
上
須
賀
11
〜
21
班
）、鈴
木
小

も
り
や

代
子（
真
倉
第
１
町
内
）、森
谷
才

子（
真
倉
第
２
町
内
）、安
西
一
夫

（
真
倉
第
３
町
内
）、鷹
松
靜
子

て
る
え

（
青
柳
１
区
）、鈴
木
晃
得（
青
柳

２
区
）、小
田
喜
む
つ
子（
西
ノ

浜
）、川
名
綾
子（
岡
沼
）、山
本
う

た
子
（
西
原
）
、
鈴
木
久
子
（
柏

崎
）、出
口
美
智
子（
宮
城
）、斉
藤

清
子（
笠
名
１
〜
12
班
）、大
石
あ

や
子（
笠
名
13
〜
25
班
）、杉
山
純

子（
大
賀
）、平
山
典
子（
大
賀
市

営
住
宅
）、佐
々
木
ハ
ツ
ヱ（
主
任

児
童
委
員
）、吉
本
惠
美
子（
主
任

児
童
委
員
）

　
北
条
地
区
／
吉
野
富
夫（
南
町

１
〜
５
・
11
・
13
〜
20
班
）、田
山

利
美（
南
町
６
〜
10
・
12
班
）、兵

藤
惠
美
子（
神
明
町
１
〜
18
班
）、

小
山
洋
子（
神
明
町
19
〜
32
班
）、

原
田
敏
夫
（
三
軒
町
・
新
鶴
ヶ

谷
）、鈴
木
み
つ
子（
鶴
ヶ
谷
）、伊

す
す
む

介
勵（
渚
）、小
山
博（
六
軒
町
１
・

の
ぼ
り
ざ
か

３
）、登
坂
芳
江（
六
軒
町
２
）、吉

こ
う

田
光（
六
軒
町
４
）、吉
野
松
子

（
六
軒
町
５
）、吉
川
房
子（
六
軒

町
６
）、鈴
木
英
雄（
六
軒
町
７
）、

寺
沢
宏
子（
北
条
海
岸
）、田
口
千

賀
子（
新
宿
）、田
邉
和
子（
長
須

賀
１
）、松
井
孝
江（
長
須
賀
２
）、

鈴
木
隆
夫（
長
須
賀
３
）、安
田
ア

ツ
子（
長
須
賀
４
）、坂
口
好
子

（
長
須
賀
５
・
６
）、可
世
木
昭
子

（
長
須
賀
７
・
８
）、山
田
一
昭（
八

幡
１
区
）、川
嶋
庸
明（
八
幡
２

区
）、石
井
光
子（
八
幡
３
区
）、伊

東
美
知
子（
八
幡
４
区
）、鈴
木

た
だ
ひ
ろ

正
弘（
湊
）、和
泉
榮
次（
湊
団
地
・

北
条
正
木
）、谷
貝
実（
高
井
）、花

井
和
枝（
上
野
原
）、山
川
梢（
主

任
児
童
委
員
）、鶴
賀
ひ
ろ
み（
主

児
童
扶
養
手
当

　
父
母
の
離
婚
な
ど
で
、父
親
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

（
注
）を
も
つ
母
、母
に
か
わ
っ
て

そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
、

父
に
障
害
が
あ
る
家
庭
の
母
な
ど

に
、生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け

る
た
め
、児
童
扶
養
手
当
を
支
給

し
て
い
ま
す
。た
だ
し
、所
得
の
支

給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
場
合

は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

　
児
童（
注
）を
養
育
す
る
母
子
家

庭
の
母
や
父
子
家
庭
の
父
と
そ
の

児
童
が
、病
気
な
ど
で
治
療
を
受

け
た
と
き
に
、自
己
負
担
額
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。た
だ
し
、

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、あ
ら
か
じ
め
申

請
書
を
提
出
し
、認
定
を
う
け
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
108
人
が
12
月
１
日
付
け
で
、厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。平
成
19
年
11
月
末
ま
で
の
３
年
間
、地
区
の
身
近

な
相
談
役
と
し
て
、無
報
酬
で
活
動
し
ま
す
。今
回
か
ら
母
子
福
祉
推
進

員
が
廃
止
に
な
り
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
母
子
家
庭
の
相
談
窓
口
と

し
て
、従
来
の
母
子
福
祉
推
進
員
の
仕
事
も
兼
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

各
地
区
の
担
当
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係（
�
22
―
３
４
９
２
）

私
た
ち
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

地域と連携した取り組みを！

　退職後、少しでも地域に役立つのなら
と、この職について19年目を迎えます。
今回から母子福祉推進員の仕事も兼ね
ることになり、今まで以上に勉強し、頑
張りたいと思っています。
　朝晩、自分の健康管理を兼ねて、犬の
散歩をしています。地区の独居老人のお
宅をコースにし、朝は窓があいている
か、夜は電気がついているか、と1時間程
度見て回るのが日課です。この仕事をは
じめた頃と比べて、独居老人も大変多く
なっていますからね。
　最近は、児童虐待など子どもをとりまく報道も多く、町内や学
校、各組織などとも連携を図り、地域全体で老人や子ども母子家
庭などを見守っていく必要があると感じています。
　今回、女性の委員が６人増え、71人になりましたので、男性に
ない細やかな視点に期待しています。

民生委員・児童委員協議会
会 長 　 牧 野 孝 雄 さ ん

２３ だん暖たてやま 平成17年１月15日

任
児
童
委
員
）

　
那
古
・
船
形
地
区
／
金
丸
玲
子

（
東
藤
）、三
平
徹（
宿
・
寺
赤
）、鈴

木
照
子（
浜
）、池
田
元
子（
大
芝
・

芝
崎
）、大
隅
勝
子（
辻
・
川
崎
）、

黒
川
久
男（
正
木
上
・
正
木
下
・
正

木
向
）、鈴
木
正
幸（
西
郷
・
亀
ヶ

ひ
ろ
こ

原
）、石 

井
洋
子（
正
木
岡
・
小

原
）
、
岩
田
早
苗
（
堂
の
下
１
・

２
）、山
口
裕
美（
堂
の
下
３
）、大

内
操（
東
・
西
）、田
村
す
み
子（
仲

宿
）、沖
村
悦
子（
根
岸
）、忍
足
し

づ
子（
川
名
・
川
名
岡
）、鈴
木
恭

た

づ

え

子
（
大
塚
）
、
竹
山
多
津
江
（
柳

塚
）、大
島
比
呂
子（
主
任
児
童
委

員
）、新
藤
恭
子（
主
任
児
童
委

員
）

　
西
岬
・
神
戸
・
富
崎
地
区
／
太

田
正
人（
香
・
塩
見
・
浜
田
）、鈴
木

八
千
代（
早
物
・
見
物
・
加
賀
名
）、

佐
野
浩
子（
波
左
間
・
坂
田
）、青

山
春
枝（
洲
ノ
崎
・
西
川
名
）、吉

い
つ
き

田
五
月（
伊
戸
・
根
本
）、山
口
純

子（
坂
足
・
小
沼
・
坂
井
）、庄
司
勉

（
香
取
・
中
郷
・
西
町
・
川
坂
・
上

郷
・
松
岡
・
竜
岡
）、里
島
博
子（
中

里
・
蒲
生
・
犬
石
）、大
田
巖（
佐

野
）、渡
邊
清（
藤
原
・
谷
藤
原
・
洲

宮
）、佐
野
治
夫（
茂
名
・
布
沼
）、

こ
た
に

黒
川
彰
宏（
神
田
町
）、小
谷
登
志

し
ん

江（
本
郷
・
向
）、森
信（
松
崎
・
二

斗
田
）、吉
田
佐
代
子（
主
任
児
童

委
員
）、本
間
み
ど
り（
主
任
児
童

委
員
）

　
豊
房
・
館
野
・
九
重
地
区
／
片

山
千
鶴
子（
東
長
田
・
西
長
田
・
出

野
尾
・
岡
田
）、後
藤
あ
き
子（
大

戸
・
南
条
・
飯
沼
・
作
名
）、押
本
安

子（
古
茂
口
）、石
井
和
子（
山
荻
・

畑
）、宇
山
茂（
上
・
大
倉
・
加
藤
・

平
田
・
久
所
・
山
下
・
畑
ヶ
中
・
上

の
代
）、君
塚
信
夫（
大
網
）、吉
田

英
夫（
安
布
里
）、鈴
木
厚
子（
山

本
１
・
２
）、谷
貝
榮
一（
山
本
３
・

稲
）、丹
英
二（
国
分
）、牧
野
孝
雄

（
腰
越
・
広
瀬
）、秋
山
一
夫（
宝

貝
・
南
台
・
北
台
・
清
水
）、佐
藤
信

行（
安
東
・
二
子
）、正
木
美
津
枝

（
薗
・
水
玉
・
大
井
）、石
橋
肇（
田

村
・
相
賀
・
滝
ノ
谷
・
横
枕
・
田
辺
・

江
田
）安
田
七
子（
主
任
児
童
委

員
）、加
藤
貴
美
代（
主
任
児
童
委

員
）

携した活動を行います。
　母子家庭と寡婦からの相談にも
応じます。
※母子家庭は、父親がいない20歳
未満の子どもを持つ家庭。
※寡婦は、母子家庭で子どもが20
歳以上になった母親

108
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
決
ま
る

どんな仕事をするの？

館山市長　辻田 実

海
辺
の
ま
ち
づ
く
り
、

　
　
観
光
市
そ
し
て
地
方
分
権

（注）児童＝児童扶養手当・ひとり親家庭等医療費助成の
　　　　　今年度の対象は、昭和61年４月２日以降に生まれた人です。

うべき新たな方向や展望を見据え、ふるさと館
山のまちづくりを進めていかねばなりません。
　特に、行財政改革については、財政状況が厳
しく、交付税等の減少が見込まれる中、三位一
体改革を見極めながら、緊急に取り組む必要が
あります。これまでの行財政運営システムを大
幅に見直し、経営感覚や成果を重視する新しい
視点に立った行財政改革計画を策定し、結果を
出していかねばならないと考えています。
　また、地域の経済活性化対策として、国から
「特定地域振興重要港湾」に選定された館山港
を、南房総地域の海の観光・レクリエーション
拠点とするため、環境に配慮した多目的観光桟
橋の建設などを進めるとともに、引き続き、客
船「飛鳥」や「にっぽん丸」の館山港寄港に加え、
本年は、３月16日に「ぱしふぃっく　びいなす」
の初寄港が予定されています。さらに、高速
ジェット船による東京～館山～大島間などの
試験運航を行ない、海辺のまちづくりを確実に
進めています。
さらに、近年の観光客数の伸び悩みを打破
し、ホスピタリティあふれる観光地とするた
め、関係業界団体、町内会、市民活動団体、行政
機関等で「観光立市たてやま推進協議会」を組
織し、地域と一丸となって「観光立市」の実現に
取り組んでいます。
　引き続き、皆様の御理解、御協力をお願い申
し上げ、年頭のご挨拶とします。

せら知お



　個人情報保護制度は、市が個人情報を収集したり、
利用したりすることについて、基本的なルールを定
め、市が保有する自分の情報を見たり（開示請求）、誤
りを訂正したり（訂正請求）、不適正な利用を停止した
り（利用停止請求）することを求めることができる制
度です。個人情報を適正に取扱うことで、市民の権利
利益を保護し、公正で信頼される市政を推進すること
を目的としています。
　この制度の概要は、だん暖たてやま10月1日号でお
知らせしましたが、今回、この制度による各種請求の
方法などについてお知らせします。
　問合せ／総務課（�22―3218）

あなたの個人情報を守ります

今
月
か
ら
条
例
施
行

個
人
情
報
保
護
の
た
め
一
部
手
続
き
を
変
更

４５ だん暖たてやま 平成17年１月15日

開　示　請　求
実施機関の職員が職務上作成し、また
は取得したもので、組織的に用いるも
のとして保有している文書、図画、電
磁的記録に記録された自分の個人情
報です。

訂　正　請　求
開示請求の対象となる個
人情報で、自分の情報に関
する記載が誤っているも
のです。

所定の訂正請求書に記入
して、総務課へ提出しま
す。このとき自分に関する
情報が誤っていることを
証明する書類が必要です。
訂正請求を受け付けた日か
ら起算して原則15日以内
に訂正するかどうかを決定
し、文書で通知します。訂正
しない場合はその理由を併
せてお知らせします。

手数料は無料です。

利 用 停 止 請 求
開示請求の対象となる個人情報
で、収集の制限に違反して収集
されたり、個人情報を収集した
ときの目的以外に利用されてい
たりしているものなどです。

所定の利用停止請求書に記入し
て、総務課へ提出します。

利用停止請求を受け付けた日か
ら起算して原則15日以内に利用
停止をするかどうかを決定し、
文書で通知します。利用停止を
しない場合はその理由を併せて
お知らせします。

手数料は無料です。

対象となる個人情報に自分の情報が記録されている人すべてです。（市民に限りません。）未成年者
と成年被後見の法定代理人も本人に代わって、請求することができます。

開示請求、訂正請求、利用停止請求に対する決定に不服がある場合は、行政不服審査法により
異議申立てをすることができます。

対象となる
個人情報

請         求
できる人

請求の方法

請 求 に
対する決定

開示の方法

手　数　料

決定に不服
がある場合

所定の開示請求書に記入して、総務課
へ提出します。

開示請求を受け付けた日から起算し
て原則15日以内に開示するかどうか
を決定し、文書で通知します。開示で
きない場合はその理由を、またその理
由がなくなる期日が明らかな場合は
その日も併せてお知らせします。
あらかじめ「保有個人情報開示決定通
知書」または「保有個人情報部分開示決
定通知書」で指定した日時、場所で、個
人情報を記録した公文書の閲覧や視
聴、写しの交付などにより行います。
手数料は無料です。ただし、写しの交
付が必要な場合は、実費負担。（紙の場
合1枚につき白黒10円、カラー100円
など）

　個人情報保護条例の施行により、各種
申請書の書式が変わるものや手続き自体
が変わる事務があります。また、今まで
行っていたサービスでも、個人情報保護
の観点から廃止するものがあります。
　手続き等に変更がある事務は、次のとお
りです。申請などの際に本人以外の人の同
意が必要になる場合もありますので、申請
する際には事前に、詳細を担当課へお尋ね
ください。今回以外にも、個人情報を保護
するため、今後手続きなどが変更になる場
合があります。

個人情報とは…
氏名、住所、生年月日、職業、収入、財産など個人に関するあらゆる情報で、特定の個人が識別されるものをいいます。

　　
◆
土
地
台
帳
の
閲
覧
、家
屋
台
帳
の

閲
覧

　
問
合
せ
／
税
務
課

　　
◆
総
合
検
診
受
付

　
問
合
せ
／
健
康
管
理
課

　
◆
子
育
支
援
講
座
参
加
申
込

　
問
合
せ
／
中
央
公
民
館

　
◆
児
童
手
当
認
定
請
求
書
、心
身
障

害
者（
児
）医
療
費
支
給
申
請
書
、児
童

扶
養
手
当
認
定
請
求
書
、特
別
児
童
扶

養
手
当
認
定
請
求
書
、心
身
障
害
児
童

助
成
申
請
書
、交
通
遺
児
手
当
支
給
申

請
書
、ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
等
給

付
申
請
書
、身
体
障
害
者
手
帳
交
付
申

請
書
、療
育
手
帳
交
付
申
請
書
、重
度

障
害
者
等
福
祉
手
当
支
給
申
請
書
、特

別
障
害
者
手
当
認
定
請
求
書
、障
害
児

福
祉
手
当
認
定
請
求
書
、福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
券
交
付
申
請
書
、心
身
障
害

者
扶
養
年
金
加
入
等
申
込
書
、ね
た
き

り
身
体
障
害
者
入
浴
援
護
申
請
書
、放

送
受
信
料
免
除
申
請
書
、身
体
障
害
者

等
の
補
装
具
交
付
・
修
理
申
請
書
、日

常
生
活
用
具
給
付
・
貸
与
申
請
書
、更

生
医
療
給
付
申
請
書
、支
援
費
支
給
申

請
書
、障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
申
出
書
、精
神
障
害
者
短
期
入
所
事

業
利
用
申
請
書
、ひ
と
り
親
家
庭
助
成

資
格
申
請
書

　
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課

　
◆
訪
問
介
護
利
用
者
負
担
減
額
申

請
書
、老
人
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

申
出
書
、老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
申

請
書
、シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
申
請

書
、老
人
日
常
生
活
用
具
給
付（
貸
与
）

申
請
書
、（
特
別
）養
護
老
人
ホ
ー
ム
入

所
申
請
書
、福
祉
カ
ー
貸
付
申
込
書
、

高
齢
者
等
住
宅
改
造
費
用
助
成
申
請

書
、軽
度
生
活
援
助
利
用
申
請
書
、高

齢
者
等
配
食
サ
ー
ビ
ス
利
用
申
請
書
、

ね
た
き
り
老
人
認
定
申
請
書
、老
人
性

白
内
障
特
殊
眼
鏡
等
費
用
助
成
申
請

書
、家
族
介
護
慰
労
金
支
給
申
請
書

　
問
合
せ
／
高
齢
者
福
祉
課

　　
◆
短
期
人
間
ド
ッ
ク
利
用
申
請
書
、

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書

　
問
合
せ
／
市
民
課

　
◆
保
育
所
入
所
申
請
書
兼
保
育
児

童
台
帳
、家
庭
状
況
現
況
申
立
書
、障

害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

申
請
書
、精
神
障
害
者
短
期
入
所
事
業

申
請
書

　
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課

　
◆
館
山
市
災
害
住
宅
復
旧
資
金
借

入
申
込
書

　
問
合
せ
／
社
会
安
全
対
策
課

　
◆
館
山
市
中
小
企
業
融
資
制
度
申

請
書
、館
山
市
大
型
店
進
出
対
策
資
金

利
子
補
給
制
度
申
請
書
、館
山
市
中
小

企
業
災
害
対
策
緊
急
融
資
資
金
保
証

料
及
び
利
子
補
給
制
度
申
請
書

　
問
合
せ
／
商
工
課

　
◆
浄
化
槽
設
置
事
業
補
助
金
交
付

申
請
書

　
問
合
せ
／
環
境
保
全
課

　
◆
市
営
住
宅
入
居
申
込
書

　
問
合
せ
／
建
設
課

　
◆
下
水
道
使
用
料
等
減
免
申
請
書
、

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
減
免
申

請
書
、館
山
市
水
洗
便
所
改
造
資
金
補

助
金
交
付
申
請
書
、館
山
市
水
洗
便
所

改
造
資
金
利
子
補
給
申
込
書

　
問
合
せ
／
下
水
道
課

　
◆
口
座
振
替
払
申
出
書

　
問
合
せ
／
会
計
課

　
◆
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選

挙
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書

　
問
合
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会

手
続
き
等
が

　
　
変
更
に
な
る
も
の

申
請
書
等
に
同
意
書
の

　
　
添
付
が
必
要
な
も
の

申
請
書
等
の
書
式
が

　
　
変
更
に
な
る
も
の

廃
止
に
な
る
サ
ー
ビ
ス

せら知お



　
市
の「
財
政
」は
、家
庭
で
い
う

「
家
計
」の
こ
と
。ど
の
よ
う
に
運

営
さ
れ
、ど
ん
な
状
況
に
あ
る
の

か
、４
月
か
ら
11
月
末
ま
で
の
財

政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
の
予
算
は
、一
般
会
計
と
特

別
会
計
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。市

民
生
活
に
直
接
関
係
が
深
い
、道

路
の
補
修
や
福
祉
に
必
要
な
予
算

を「
一
般
会
計
予
算
」と
呼
ん
で
い

ま
す
。

　
前
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
費
と

補
正
予
算
を
あ
わ
せ
て
167
億
２
千

685
万
円
の
一
般
会
計
で
ど
れ
だ
け

支
払
っ
た
か
、収
入
し
た
か
を
下

の
グ
ラ
フ
で
表
し
ま
し
た
。

　
土
木
費
、農
林
水
産
業
費
の
支

出
割
合
が
低
い
の
は
、ま
だ
完
了

し
て
い
な
い
事
業
な
ど
が
多
い
た

め
で
す
。

市の「家計」は
どんな状態？

一
般
会
計
の
収
支

予算現額　167億2,685万円
収入済額　109億6,054万円
収入割合　65.5％

予算現額　167億2,685万円
支出済額　　98億6,420万円
支出割合　59.0％歳入 歳出

項目・収入割合（％）

市　税 66

地　方
交付税 93

市　債 40

繰入金 94

県
支出金 10

繰越金172

使用料
及　び 64
手数料

地　方
譲与税 65

その他 57

支出割合（％）・項目

59 民生費

67 公債費

64 総務費

54 衛生費

58 教育費

44 土木費

33 農林水     産業費

78 消防費

72 商工費

57 その他

56億9,119万円
37億2,627万円

33億1,135万円

30億8,135万円

22億  340万円

  9億4,646万円

  8億8,539万円

  6億5,431万円

　　 6,429万円

3億4,046万円
5億8,396万円

3億6,591万円
2億3,238万円

2億5,300万円
1億6,376万円

14億2,305万円
8億1,311万円

41億5,087万円
24億3,799万円

28億7,869万円
19億1,799万円

19億9,052万円
12億8,123万円

19億5,180万円
10億5,167万円

18億8,763万円
10億9,807万円

18億4,723万円
8億1,926万円

8億6,223万円

6億7,295万円

4億9,128万円
1億6,309万円

2億7,140万円

1億9,557万円

3億9,520万円
2億2,638万円

「公債費」は、地方公共団体が、事業を
行うために借り入れた金額の元利償
還金のことです。
「地方譲与税」は、国が国税として徴収
し、地方公共団体へ無償で譲り与える
税のことです。市の「地方譲与税」には
現在、自動車重量譲与税、地方道路譲
与税の２つがあります。

予算現額

収入・支出済額
注釈：千円以下四捨五入

国　庫
支出金 34

　8億8,460万円

15億3,772万円

　5億2,543万円

６７ だん暖たてやま 平成17年１月15日

　
歳
入
で
最
も
多
い
市
税
の
内
訳

は
次
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　
固
定
資
産
税
と
市
民
税
が
市
税

の
中
心
で
、こ
の
２
つ
で
市
税
の

81
・
８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
市
民
１
人
あ
た
り
が
負
担
す
る

市
税
は
、約
11
万
１
千
円
。一
世
帯

あ
た
り
で
は
、約
26
万
５
千
円
に

な
り
ま
す
。

　
市
民
１
人
あ
た
り
に
使
わ
れ
る

予
算
は
約
32
万
５
千
円
。一
世
帯

あ
た
り
で
は
約
77
万
８
千
円
で

す
。

　
特
別
の
目
的
を
も
っ
て
、独
立

採
算
で
運
営
さ
れ
る
も
の
を「
特

別
会
計
」と
い
っ
て
、「
一
般
会

計
」と
区
分
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
「
国
民
健
康
保
険
」

「
老
人
保
健
」「
介
護
保
険
」

「
学
童
災
害
共
済
事
業
」「
下
水

道
事
業
」の
５
つ
の
特
別
会
計
が

　
市
有
財
産
の
主
な
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。土

地
の
主
な
も
の

は
、学
校
の
敷
地
、

公
園
な
ど
で
す
。

基
金
は
財
政
調
整

基
金
や
庁
舎
建
設

基
金
が
主
な
も
の

で
す
。

「
財
政
調
整
基
金
」

は
、不
況
に
よ
る

あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算
に
対
し
て
、

ど
れ
だ
け
の
収
入
と
支
出
が
あ
っ

た
か
を
下
の
表
で
示
し
ま
し
た
。

　
学
童
災
害
共
済
事
業
は
、交
通

事
故
以
外
の
災
害
を
受
け
た
学
童

を
救
済
す
る
た
め
に
災
害
共
済
制

を
設
け
て
い
る
も
の
で
、同
制
度

が
円
滑
な
運
営
を
行
う
た
め
に
基

金
と
し
て
共
済
見
舞
金
の
財
源
を

積
み
立
て
て
い
ま
す
。

注釈：千円以下四捨五入 注釈：千円以下四捨五入

今年度予算は167167167167167億円億円億円億円億円規模！
　  11月末で59.0％を支出

土　地

建　物

基　金

出資金

自動車

債　権

152万3,452㎡

 14万4,370㎡

36億1,377万円

90億2,634万円

116台

 3億1,487万円

市民税

固　定
資産税

都　市
計画税

軽
自動車税

入湯税

26億3,484万円
17億7,257万円

20億2,153万円
12億2,871万円

5億3,645万円
3億5,489万円

4億   782万円
2億8,397万円

8,712万円
8,322万円

  120万円
  100万円

223万円
191万円

予算現額
56億9,119万円

収入済額
37億2,627万円

市税の内訳

注釈：千円以下四捨五入

▼市有財産

市
税
の
内
訳

１
人
あ
た
り
の
税
と
予
算

市
有
財
産

特
別
会
計
の
収
支

衛　　生　　債

土　　木　　債

臨時財政対策債教

　　育　　債減税

補 て ん 債

臨時税収補てん債

農 林 水 産 業 債

民 生 債

総 務 債

消 防 債

災 害 復 旧 債

公 営 住 宅 債

商 工 債

　　合　　計

72億4,222

65億7,584

17億6,788

11億2,711 6

億5,388

3億2,073

 2億5,579

1億   246

9,621

8,939

7,922

7,274

3,644

184億1,991

（単位：万円）▼市債の現在高

税
収
入
減
、災
害
発
生
な
ど
予
期

し
な
い
収
入
減
や
支
出
増
加
に
備

え
、積
み
立
て
て
お
く
資
金
の
こ

と
で
す
。

　
市
が
大
規
模
な
仕
事
を
す
る
時

に
、多
額
の
資
金
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、国
や
金
融
機
関
か
ら
お

金
を
借
り
る
の
が
市
債
で
す
。

市
債
の
現
在
高

　
長
年
使
う
公
共
施
設
は
、将
来

に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
る
た
め
、

税
金
で
長
期
的
に
返
済
す
る
こ
と

に
よ
り
、世
代
間
の
公
平
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
市
債
は
道
路
、河
川
、教
育
、

生
活
環
境
整
備
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

特別土地
保有税

市
たばこ税

国 民 健 康 保 険

老　人　保　健

介　護　保　険

学童災害共済事業

下  水  道  事  業

49億7,925

51億7,534

33億4,420

163

10億  795

24億9,668

32億4,039

21億4,367

49

4億8,828

29億1,177

32億1,264

19億4,225

27

4億5,397

事　業　名 予算現額 収入済額 支出済額

（単位：万円）▼特別会計の収支

況状政財



　｢休暇村館山｣にある
｢天球館｣では、星空教
室を毎晩開催し、宿泊
者以外でも参加できま
す。専門ガイドが星の
ロマンを説明します。

第一日曜日には蝶がサナギから羽化する瞬間を観察で
きます。

　『平砂浦温泉巡り手形』
を平砂浦の5ホテルが共同
で発行しています。温泉3
カ所、喫茶2カ所の中から
好みの2カ所を選び、温泉

　春の花摘み／南房総の温
暖な気候の中で育った露地
栽培のポピーは、関東地方
で一番早く花摘みができま
す｡ここの花摘み広場は、
日本最大級で８万株のポピーが待っています。
　パターゴルフ／本格的な姫高麗芝のコースでパター
ゴルフが楽しめます。
　釣り堀／園内の弁天池で淡水魚の鯉やふな釣りが楽
しめます。釣れた魚は持ち帰り、放流自由です。

　甘～い“いちご”が食べほうだい　1月～5月上旬

　館山市観光協会では、通年で楽しめる体験観光を８
ジャンル50のメニューを用意しています。どれも館山
の自然や歴史を活用したもので、市民でも楽しめ、ふる
さとを再発見することができます。
　今回は『スローステイin館山』を紹介します。体験に
は、料金がかかります。

 今、体験観光がおもしろい
スローステイin 館山

問合せ・予約／館山市観光協会�22－2530
FAX23－3000、Ｅメール taiken@awa.or.jp

ファミリーパークで花摘み

南房総たてやま“いちご”狩り

花・鳥・蝶・ふれあいの楽園

温泉手形でウオーク＆湯巡り

天体観測星空教室

房総半島の海の生活と文化紹介

　南房パラダイスは、熱帯や亜熱
帯の植物を観賞できる植物園で､シ
ンガポール国立植物園と姉妹園。
　ポニー、ラマ、羊、やぎ、イン
コなどの多くの動物とのふれあい
体験ができます。蝶館では、毎月

やお茶のサービスが受けられます。海岸に沿って平砂
浦をのんびりと散策しながら温泉めぐりをどうぞ。

　安房博物館では、沿
岸漁業の様子を本物の
漁具・漁船や模型を用
いて紹介しています。
隣接する水族館（生態
観察室）では、館山湾
に生息する魚介類を見
ることができます。

　館山市立博物館は、戦国武将里見氏の居城跡である城
山公園に設立された郷土の歴史と民俗を展示する博物館
です。

館山の歴史と文化ならこの博物館

　城山の頂上にある
博物館分館（八犬伝
博物館）には、江戸
時代の文豪、曲亭馬
琴が著した『南総里
見八犬伝』の資料、
NHKで放送された人
形劇『新八犬伝』の
人形などが展示され
ています。

８９ だん暖たてやま 平成17年１月15日

こんなにきれいになりました!

　第二中学校大規模改修の１期工事が完成し、明るくリニューアルした校舎で生徒の学校生活が始まりました。
　この校舎は昭和49年度から51年度にかけて建設された、鉄筋コンクリート造４階建て延べ床面積6,694㎡の
建物。築後30年を経て近年、外壁の剥離、雨漏りや床の損耗など建物全体の老朽化が著しく、耐震診断で補強の
必要性が診断されていたものです。
　問合せ／庶務施設課（�22－3685）

第二中学校校舎大規模改修第１期工事が完成第二中学校校舎大規模改修第１期工事が完成第二中学校校舎大規模改修第１期工事が完成第二中学校校舎大規模改修第１期工事が完成第二中学校校舎大規模改修第１期工事が完成

オープンスペースやベンチコーナーを設置
　この大規模改修は２期に分けて行われるもので、今回改修さ
れた西棟は普通教室や職員室など、使用頻度の高い部屋のある
棟です。
　改修内容は、地震補強として南側壁に鉄骨ブレース６カ所、
北側に鉄筋コンクリート補強壁10カ所を設置。また、老朽箇所
の改善として屋根及び内外壁や各設備などの全面改修を実施
し、耐用年限の延伸を図りました。
　また、２階から４階の各教室の中央には少人数指導やティー
ムティーチングとして活用できるオープンスペースを設け、現
代的課題に対応できる配置となっています。また、各学年職員
室隣の教室を学年生徒会室と学年女子更衣室に改造し、前面廊
下側にガラスブロックの曲面壁に囲まれたベンチコーナーと
水飲みコーナーを設置しました。さらに、地域開放が可能な部
屋（多目的室）を整備し、学校支援ボランティアの活動拠点とな
る畳コーナーや車椅子用トイレ・スロープの設置など、地域に

▲教室の間のオープンスペース

▲ガラスブロックの曲面壁とベンチコーナーを設置

開かれた学校づくりのため
の整備をしました。

太陽光発電システムを導入
　市が推進する「新エネル
ギー」の一環として、屋上に
10kwの電力を発電できる太
陽光パネル84枚を設置しま
した。発電した電力は学校設
備に充てるとともに、学校の
環境エネルギー学習の教材
として活用します。 ▲屋上に設置された太陽光パネル



す
。自
分
で
申
告
書
を
記
入
で
き

る
人
は
、郵
送
で
も
提
出
で
き
ま

す
。還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告

は
、１
月
か
ら
提
出
で
き
ま
す
。

　
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.n
ta.g
o
.jp

）で

所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
作
成
が

　
平
成
16
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
と
納
税
は
３
月
15
日（
火
）が

期
限
で
す
。

　
館
山
税
務
署
で
は
、昨
年
２
月

の
日
曜
日
の
２
日
間
、確
定
申
告

書
の
作
成
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
申
告

　
農
業
所
得
の
計
算
は
、収
支
計

算
で
す
。農
業
所
得
の
申
告
時
に

は
、収
入
と
経
費
の
わ
か
る
も
の

（
帳
簿
・
通
帳
・
仕
切
伝
票
・
各
経
費

の
領
収
書
な
ど
）を
整
理
、集
計
し

て
、申
告
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

は
、市
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
給
与
所
得
者
は
、申
告
し
な
く

て
も
よ
い
の
が
原
則
で
す
が
、会

社
や
事
務
所
か
ら
給
与
支
払
報
告

給
与
所
得
者
や
収
入
の
な
い
人

で
も
申
告
が
必
要
な
場
合
が
…

　
２
月
16
日
〜
３
月
15
日
ま

で
の
申
告
期
間
中
、税
務
課
と

各
地
区
で
、受
付
を
行
い
ま

す
。

　
昨
年
中
、所
得
が
あ
っ
た
と

市
県
民
税
の
申
告

市
税
務
課

思
わ
れ
る
人
、所
得
が
な
く
て
も

申
告
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
人
に

申
告
書
が
届
き
ま
す
。申
告
に
は

次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

　
申
告
に
必
要
な
書
類
／
①
市
県

民
税
の
申
告
書
　
②
印
鑑
　
③
給

与
収
入
の
あ
る
人
は
、源
泉
徴
収

２
月
16
日
か
ら

票
か
給
与
支
払
い
証
明
書
。年
金

収
入
の
あ
る
人
は
、源
泉
徴
収
票
。

事
業
所
得
者
は
所
得
計
算
の
も
と

に
な
る
書
類
　
④
社
会
保
険
の
控

除
証
明
書
　
⑤
医
療
費
の
領
収
書

　
⑥
生
命
保
険
の
控
除
証
明
書
　

⑦
損
害
保
険
の
控
除
証
明
書

▲出張受付の日程

確 定 申 告

２月22日（火）
２月28日（月）
３月４日（金）
２月25日（金）
２月16日（水）
２月23日（水）
３月２日（水）
３月３日（木）
２月17日（木）
３月３日（木）
２月24日（木）
２月18日（金）
３月４日（金）
３月１日（火）
２月21日（月）

館山地区公民館
豊津ホール
新井集会所
那古地区公民館
川名青年会館
仲宿青年館
西岬東地区公民館
伊戸青年館
神戸地区公民館
洲宮青年館
富崎地区公民館
豊房地区公民館
神余青年館
館野地区公民館
九重地区公民館

 9:00～11:30、13:00～15:00
 9:00～11:30、13:00～15:00
 9:00～11:30
 9:00～11:30、13:00～15:00
 9:30～11:30、13:00～15:00
 9:30～11:30、13:00～15:00
 9:30～11:30、13:00～15:00
13:30～16:00
 9:30～11:30、13:00～15:00
 9:30～11:30
 9:30～11:30、13:00～15:00
 9:00～11:30、13:00～15:00
13:30～16:00
 9:00～11:30、13:00～15:00
 9:30～11:30、13:00～15:00

地　区 期　日 受 付 場 所時　　　　間

館　山

那　古

船　形

西　岬

神　戸

富　崎

豊　房

館　野
九　重

窓
口
は
午
後
が
す
い
て
ま
す

市内15ヵ所で出張受付

　
来
年
度
の
「
市

民
交
通
傷
害
保

険
」の
出
張
受
付

を
行
い
ま
す
。　

　
交
通
事
故
は
い

く
ら
自
分
が
気
を

つ
け
て
い
て
も
防

ぎ
き
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。こ

の
保
険
は
安
い
保

書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、勤
め
先
で
確
認
し
て
、申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
２
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

て
い
る
人
と
給
与
所
得
以
外
に
農

業
所
得
な
ど
他
の
所
得
が
あ
る
人

は
、申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、保
険
税
の
資
料
に
し
ま

す
の
で
、収
入
の
な
い
人
で
も
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

を
す
る
人
は
、収
入
が
な
い
人
で

も
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
税
務
課（
�
22
―
３

２
６
２
）

農
業
所
得
の
計
算
は

　
　
　
　
　
収
支
計
算
で

安い料金で多くの補償を

所
得
税
の
申
告

館
山
税
務
署
　

書
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、今
年
は
、確
定
申
告
期
間
中
を

含
め
、す
べ
て
の
休
日（
土
日
、祝

日
）の
執
務
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
日
時
／
２
月
１
日（
火
）、17
日

（
木
）い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
か

ら
正
午
、午
後
１
時
か
ら
午
後
３

時
30
分

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
対
象
／
小
規
模
事
業
者
、年
金

受
給
者
、給
与
所
得
者
の
還
付
相

談　
毎
年
３
月
10
日
以
降
は
、税
務

署
、市
役
所
と
も
に
混
み
合
い
ま

税
理
士
会
に
よ
る

　
　
　
　
　
無
料
申
告
相
談

提
出
は
お
早
め
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
簡
単
に
作
成

1011 だん暖たてやま 平成17年１月15日

険
料
で
多
く
の
補
償
を

す
る
制
度
で
す
。

　
来
月
16
日
か
ら
は
じ

ま
る
市
県
民
税
の
出
張

受
付（
上
の
表
）で
、こ
の

保
険
の
受
付
も
行
い
ま

す
。

市民交通傷害保険

　
市
民
課
窓
口
で
は
、３
月
１
日

か
ら
土
日
、休
日
を
含
め
、受
け
付

け
ま
す
。

　
契
約
期
間
／
４
月
１
日
〜
来
年

３
月
31
日
ま
で
の
１
年
契
約

　
保
険
料
／
年
額
１
口
600
円（
１

人
に
つ
き
２
口
ま
で
加
入
可
）

　
補
償
／
１
口
最
高
100
万
円
ま
で

補
償

　
問
合
せ
／
社
会
安
全
対
策
課

（
�
22
―
３
４
６
４
）

で
き
ま
す
。こ
こ
で
作
成
し
た
申

告
書
は
、税
務
署
に
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。印
刷
は
カ
ラ
ー

プ
リ
ン
タ
ー
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　
問
合
せ
・
郵
送
先
／
〒
294
―
８

５
０
３
　
館
山
税
務
署（
�
22
―

０
１
０
４
）

お 知 ら せ

　
静
岡
県
の
防
災
船「
希
望
」は
、

全
長
74
ｍ
、総
ト
ン
数
２
千
785
ト

ン
。大
型
船
に
も
か
か
わ
ら
ず
、航

空
機
と
同
じ
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン

に
よ
り
、約
40
ノ
ッ
ト（
時
速
約
74

㎞
）の
ス
ピ
ー
ド
で
、清
水
港
か
ら

館
山
港
ま
で
を
３
時
間
で
航
行
し

て
き
ま
し
た
。

　
災
害
が
発
生
し
た
際
は「
防
災

船
」と
し
て
、支
援
要
員
や
住
民
、

孤
立
地
区
の
負
傷
者
・
災
害
弱
者
・

　千葉県が館山港沼地区で平成元年から整備を進めていた耐震強化岸壁（水
深－5.5ｍ、延長90ｍ、事業費約25億1千万円）がこのほど完成し、先月22日、
静岡県の防災船「希望」が着岸訓練のため接岸しました。
　大規模地震発生時には、この岸壁を利用して、被災直後の緊急物資、避難
民、建設機械等の海上輸送が可能です。
　問合せ／海辺のまちづくり推進課（�22－3606）

病
人
な
ど
の
移
送
、食
糧
な
ど
の

物
資
や
応
急
復
旧
に
必
要
な
資
材

な
ど
の
輸
送
の
役
割
を
担
い
ま

す
。

　
ま
た
、こ
の
船
は
、通
常
、清
水

港
と
下
田
港
を
結
ぶ
カ
ー
フ
ェ

リ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

▲船腹での斜路設置訓練

「
防
災
船
」と「
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
」２
つ
の
役
割

　
今
回
の
訓
練
は
、同
船
が
静
岡

県
外
で
入
港
・
接
岸
が
可
能
な
港

湾
を
確
認
す
る
た
め
、関
東
方
面

で
、母
港
で
あ
る
清
水
港
か
ら
３

時
間
程
度
の
距
離
に
あ
る
と
い
う

条
件
を
満
た
す
港
と
し
て
館
山
港

で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
同
船
は
船
腹
が
開
き
物
資
の
搬

出
入
を
行
い
ま
す
が
、今
回
は
車

両
乗
降
の
た
め
の
斜
路
設
置
訓
練

を
行
い
、館
山
港
岸
壁
で
車
両
の

乗
降
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　
館
山
港
を
管
理
す
る
千
葉
県
の

安
房
地
域
整
備
セ
ン
タ
ー
熊
本
秀

樹
所
長
は「
耐
震
強
化
岸
壁
完
成

後
、最
初
の
寄
港
船
と
し
て
、『
希

望
』の
着
岸
訓
練
が
行
わ
れ
た
こ

と
は
、誠
に
意
義
深
い
。千
葉
県
と

し
て
は
、今
後
も
館
山
港
が
地
域

の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
と
と
も

に
、い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
、地
域

の
安
全
確
保
の
た
め
に
、物
資
の

輸
送
拠
点
と
し
て
、そ
の
機
能
が

十
分
発
揮
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

館
山
港
入
港
で
の
訓
練

静岡県防災船「希望」
完成した館山港耐震強化岸壁で着岸訓練

確
定
申
告



　
平
成
17
・
18
年
度
の
入
札
参
加

申
請
の
受
付
が
２
月
１
日
か
ら
は

じ
ま
り
ま
す
。

　
鴨
川
市
と
天
津
小
湊
町
が
２
月

11
日
に
市
町
村
合
併
し
ま
す
。新

し
い
市
の
名
称
は「
鴨
川
市
」。新

市
の
市
役
所
は
従
来
の
鴨
川
市
役

所
で
、天
津
小
湊
町
役
場
は
支
所

に
な
り
ま
す
。

　
２
月
11
日
か
ら
天
津
小
湊
町
の

住
所
や
戸
籍
の
表
示
が
表
の
と
お

り
変
更
に
な
り
ま
す
。番
地
の
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。合
併
に
伴
う

も
の
で
、手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。従
来
の
鴨
川
市
の
住
所
や

戸
籍
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。郵
便

番
号
は
従
来
の
鴨
川
市
、天
津
小

湊
町
と
も
に
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
は
、２
月
11
日

午
前
２
時
に
電
話
番
号
の
局
番
変

更
を
行
い
ま
す
。従
来
０
４
７
０

―
９
△
―
○
○
○
○
で
し
た
が
、

０
４
が
市
外
局
番
に
な
り
、市
内

局
番
が
７
０
９
△
の
４
桁
に
な
り

ま
す
。

２
月
に
新
鴨
川
市
誕
生

天
津
小
湊
」地
番
は
鴨
川
市
に
変
更

　
昨
年
９
月
１
日
に
行
っ
た
館
山

市
合
同
防
災
訓
練
の
一
環
と
し
て
、

来
月
に
海
上
自
衛
隊
と
共
同
で
救

援
物
資
の
輸
送
・
陸
揚
げ
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。

　
こ
の
訓
練
は
、大
地
震
が
発
生

し
、館
山
ま
で
の
陸
上
交
通
路
が
す

べ
て
遮
断
さ
れ
、物
資
搬
入
が
不
可

能
に
な
っ
た
場
合
に
備
え
て
行
い

ま
す
。海
上
自
衛
隊
へ
物
資
の
緊
急

輸
送
の
応
援
要
請
を
行
い
、自
衛
隊

が
艦
艇
を
使
っ
て
物
資
を
輸
送
し
、

市
が
受
け
入
れ
ま
す
。

　
日
時
／
２
月
９
日（
水
）午
前
９

時
か
ら
午
前
10
時
頃
ま
で

　
場
所
／
北
条
海
岸

　
問
合
せ
／
社
会
安
全
対
策
課（
�

22
―
３
４
４
２
）
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問合せ／館山市図書館（�22－0701）

いい本あるある!
移動図書館「わかしお号」
　　　
             ２月の
             巡回場所

 ※雨や風の強い日は、巡回を中止すること
があります。

純真保育園前

温水プール前

稲原集会所前

崖観音下

船形小学校

船形地区公民館

那古小学校

豊津ホール

大賀自衛隊官舎

香浅間神社

坂田漁港前

西岬東地区公民館

館山小学校

西岬小学校

房南保育園

大田区立養護学校

安房神社鳥居前

相浜漁協前

神戸小学校

富崎小学校

館野保育園

腰越延命院前

九重駅前

館野小学校

九重小学校

（九重保育園）

神余小学校

豊房小学校

駐　車　場

10:20～11:00

11:10～11:30

13:45～14:00

14:10～14:25

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

 9:50～10:00

10:10～10:40

10:50～11:05

11:15～11:30

13:40～14:00

14:20～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:20～15:40

 9:50～10:20

10:35～11:05

11:15～11:35

13:20～13:50

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

10:20～11:00

13:20～13:40

13:50～14:15

12:40～13:10

14:40～15:40

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

14:40～15:40

12:40～13:10

時　間　２月

 1

15

 1

15

 1

15

 2

16

 3

17

 3

17

 3

17

 8

22

 8

22

 8

22

 9

23

 9

23

 2

16

 2

16

　
配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
先
月
２

日
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
保
護
命
令
の
対
象
を
子
ど
も
や

離
婚
し
た
元
配
偶
者
ま
で
拡
大
。

退
去
命
令
の
期
間
を
二
ヵ
月
に
延

長
す
る
な
ど
を
柱
に
し
て
い
ま

す
。改
正
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

  

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
」の
定
義

の
拡
大
／「
配
偶
者
」に
は
、婚
姻

の
届
出
を
し
て
い
な
い
い
わ
ゆ
る

「
事
実
婚
」を
含
み
ま
す
。男
性
、女

性
を
問
い
ま
せ
ん
。離
婚
後（
事
実

上
の
離
婚
も
含
む
）も
引
き
続
き

暴
力
を
受
け
る
場
合
を
含
み
ま

す
。「
暴
力
」は
、身
体
に
対
す
る
暴

力
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
心
身
に
有

害
な
影
響
を
及
ぼ
す
言
動
を
指
し

ま
す
。保
護
命
令
に
関
す
る
規
定

等
に
つ
い
て
は
、身
体
に
対
す
る

暴
力
の
み
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。

　
保
護
命
令
制
度
の
拡
充
／
①
離

婚
後
も
暴
力
が
続
く
場
合
、元
配

偶
者
も
対
象
と
な
り
ま
す
。②
被

害
者
と
同
居
す
る
未
成
年
の
子
ど

も
も
接
近
禁
止
命
令
の
対
象
と
な

り
ま
す
。③
退
去
命
令
の
期
間
を

二
ヵ
月
に
拡
大
。④
退
去
命
令
の

再
度
の
申
立
て
も
可
能
と
な
り
ま

す
。

　
今
回
の
改
正
の
詳
細
は
、内
閣

府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
:/
/

w
w
w
.g
e
n
d
e
r.g
o
.jp
/e
-

vaw
/ind
ex.htm

）で
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
問
合
せ
／
県
男
女
共
同
参
画
課

（
�
043
―
223
―
２
３
７
６
）、市
秘

書
広
報
課
男
女
共
同
参
画
係（
�

22
―
３
１
３
５
）

　
木
更
津
社
会
保
険
事

務
所
で
は
、今
月
か
ら

休
日
に
年
金
相
談
を
実

施
す
る
ほ
か
、週
に
一

度
、年
金
相
談
の
受
付

時
間
を
夜
７
時
ま
で
延

長
し
て
い
ま
す
。

　
休
日
の
年
金
相
談
／

１
月
22
日（
土
）、２
月

19
日（
土
）、20
日（
日
）、

３
月
12
日（
土
）、13
日

（
日
）

　
午
後
７
時
ま
で
の
延

長
日
／
１
月
17

日

（
月
）、24
日（
月
）、２
月

７
日（
月
）、14
日（
月
）、

21
日（
月
）、３
月
７
日

（
月
）、14
日（
月
）、22
日

（
火
）、28
日（
月
）

自
衛
隊
と
共
同
で

救
援
物
資
の
輸
送
・
陸
揚
げ
訓
練

千葉県安房郡
　天津小湊町

小湊・内浦
天津・浜荻
清澄・四方木
浜荻元東飛地

千葉県鴨川市

小湊・内浦
天津・浜荻
清澄・四方木
浜荻元東飛地

変

更

前

変

更

後

２月９日

配
偶
者
暴
力
防
止
法
を
改
正

保
護
命
令
の
対
象
を
拡
大

木更津社保で休日・延長相談

　
相
談
内
容
／
①
裁
定
請
求
関

係
、②
年
金
給
付
に
係
る
諸
届

関
係
、③
期
間
照
会
関
係
、年
金

見
込
み
額
関
係
、④
そ
の
他
年

金
関
係（
電
話
で
の
年
金
相
談

は
原
則
と
し
て
実
施
し
ま
せ

ん
）

　
問
合
せ
・
相
談
場
所
／
木
更

津
市
新
田
３
―
４
―
31
　
木
更

津
社
会
保
険
事
務
所（
�
０
４

３
８
―
23
―
７
６
６
２
）

　
今
月
か
ら
、館
山
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
、市
議
会
の
会
議
録

が
検
索
・
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
平
成
10
年
以
降
の
本
会
議
の
会

議
録
で
、キ
ー
ワ
ー
ド
や
、発
言
者

等
を
入
力
す
れ
ば
、該
当
す
る
部

分
を
、簡
単
に
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
問
合
せ
／
議
会
事
務
局（
�
22

―
３
５
２
７
）

市
議
会
の
会
議
録
を

　
　
　
検
索
で
き
る

　
市
が
発
注
す
る
事
務
用
品
や
材

料
な
ど
の
物
品
を
納
入
し
た
り
、

建
設
工
事
を
受
注
す
る
に
は
、入

入
札
参
加
申
請
の
受
付
は
じ
ま
る

　
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
１
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
は
ご
み
を
減
ら
し
、

資
源
を
無
駄
に
し
な
い
リ
サ
イ
ク

ル
型
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
自
動

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
ス
タ
ー
ト

所
有
者
は
料
金
の
支
払
い
を

車
メ
ー
カ
ー
、関
連
事
業
者
、車
の

所
有
者
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
を
決

め
、車
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る

も
の
で
、車
の
所
有
者
は
、リ
サ
イ

ク
ル
料
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
料
の
支
払
い
方
は

３
種
類
で
す
。①
今
月
以
降
に
新

車
を
購
入
す
る
場
合
は
、購
入
時

に
支
払
い
ま
す
。②
現
在
所
有
し

て
い
る
車
は
、今
月
以
降
、最
初
の

車
検
時
に
支
払
い
ま
す
。③
車
検

を
受
け
ず

に
廃
車
す

る
場
合
は
、

廃
車
時
に

支
払
い
ま

す
。

札
参
加
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が

前
提
で
す
。

　
今
回
は
２
年
に
１
度
の
入
札
参

加
資
格
申
請
で
す
。市
の
受
注
希

望
を
す
る
人
は
忘
れ
ず
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。有
効
期
間
は
平
成

17
・
18
年
度
の
２
年
間
で
す
。

　
申
請
書
作
成
要
領
は
、財
政
課

契
約
係
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
受
付
期
間
／
２
月
１
日（
火
）か

ら
２
月
28
日（
月
）ま
で

　
受
付
時
間
／
午
前
９
時
30
分
か

ら
正
午
、午
後
１
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で

　
問
合
せ
／
財
政
課
契
約
係（
�

22
―
３
２
９
６
）

　
従
っ
て
、館
山
市
か
ら
電
話
を

か
け
る
場
合
、今
ま
で
ど
お
り
で

す
が
、新
市
内
で
電
話
を
か
け
る

場
合
、７
０
９
△
―
○
○
○
○
と

な
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
鴨
川
市
役
所（
�
０

４
７
０
―
92
―
１
１
１
１
）、天
津

小
湊
町
役
場（
�
０
４
７
０
―
94

―
０
５
１
１
）

　
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
、車
の
解

体
・
破
砕
後
に
残
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
く
ず
の
発
生
見
込
量
や
フ
ロ
ン

類
、エ
ア
バ
ッ
ク
類
の
装
備
状
況

に
よ
っ
て
決
ま
る
た
め
、メ
ー

カ
ー
や
車
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。具
体
的
な
金
額
は
各
メ
ー

カ
ー
な
ど
が
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー

（
�
03
―
５
６
７
３
―
７
３
９
６
）

せら知お



　
日
時
／
２
月
19
日（
土
）午
後
10

時
か
ら
午
後
４
時
30
分（
受
付
午

前
９
時
30
分
）

　
場
所
／
亀
田
医
療
技
術
専
門
学

校
１
号
館
講
義
室
・
実
習
室

　
対
象
／
訪
問
介
護
員
２
級
取
得

者（
１
級
、介
護
福
祉
士
も
含
む
）

で
、介
護
業
務
に
従
事
し
て
い
る

リ
ー
ダ
ー
・
指
導
者
ク
ラ
ス
の
人

　
介
護
の
必
要
な
高
齢
者
に
と
っ

て
、身
体
機
能
の
低
下
に
適
応
し

た
住
宅
改
修
は
、自
立
の
促
進
と

介
護
者
の
負
担
軽
減
に
非
常
に
有

効
で
す
。

　
こ
の
研
修
会
は
、住
宅
改
修
に

携
わ
る
施
工
業
者
等
を
対
象
に
、

介
護
保
険
制
度
の
給
付
対
象
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
住
宅
改
修
に
つ
い

て
、必
要
と
な
る
基
本
的
な
知
識

を
学
習
し
ま
す
。

　
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　
日
時
／
２
月
４
日（
金
）午
後
１

時
か
ら
午
後
５
時（
午
後
０
時
30

分
か
ら
受
付
開
始
）

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
医
療
法
人
博
道
会
館
山
病
院
で

は
、公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。事

前
の
申
し
込
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
日
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

　
日
時
／
２
月
16
日（
水
）午
後
５

時
30
分
か
ら
午
後
６
時
30
分

　
場
所
／
館
山
准
看
護
学
校

　
テ
ー
マ
／「
前
立
腺
癌
は
怖
く

　
募
集
人
員
／
30
人

　
受
講
料
／
５
千
円

　
申
込
方
法
／
訪
問
介
護
員
指
導

者
研
修
希
望
と
し
、郵
便
番
号
、住

所
、氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、年
齢
、電

話
番
号
、勤
務
先
と
現
在
の
立
場

を
記
入
し
、ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
応
募
先
ま
で（
受
講
決
定
者

に
は
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
）

（
財
）県
育
英
会
館
で
は
、学
生
寮
の

寮
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
寮
は
、県
内
出
身
の
大
学
生

の
経
済
的
負
担
を
軽
く
し
、共
同
生

活
を
通
じ
て
教
養
を
高
め
た
り
、人

間
関
係
を
学
び
な
が
ら
、健
全
な
学

生
生
活
を
送
る
よ
う
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
応
募
資
格
／
県
民
の
子
弟
で
、平

成
17
年
度
４
年
生
大
学
に
入
学
予

定
の
男
子
学
生
ま
た
は
既
に
大
学

に
在
学
し
て
い
る
男
子
学
生

　
募
集
人
数
／
約
10
人（
新
１
年
生

　
ク
リ
ー
ン
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
が
高
く
、究
極
の
エ
コ
カ
ー
と

い
わ
れ
る
燃
料
電
池
自
動
車
が
１

月
30
日
、館
山
若
潮
マ
ラ
ソ
ン
大

会
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
部（
午
前

10
時
市
民
運
動
場
ス
タ
ー
ト
）で

先
導（
審
判
長
）車
を
務
め
ま
す
。

　
環
境
省
の
燃
料
電
池
自
動
車
普

及
啓
発
事
業
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

集募

一
環
で
、当
日
、市
民
運
動
場
で
は

午
前
８
時
か
ら
ス
タ
ー
ト
ま
で
の

間
、展
示
会
も
開
催
し
ま
す
。

　
翌
日
に
は
、市
民
を
対
象
に
し

た
燃
料
電
池
自
動
車
の
展
示
・
試

乗
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、１
月
31

日
か
ら
２
月
４
日
ま
で
、市
内
小

中
学
校
７
校
を
対
象
に
出
前
講
座

と
し
て
、展
示
・
試
乗
会
を
行
い
ま

す
。

　
先
導
車
や
展
示
・
試
乗
会
に
登

場
す
る
燃
料
電
池
自
動
車
は
ホ
ン

ダ
Ｚ
Ｃ
Ｉ（
通
称
Ｆ
Ｃ
Ｘ
）。圧
力

水
素
ガ
ス
を
燃
料
に
走
行
し
、排

気
ガ
ス
を
出
し
ま
せ
ん
。

　
今
回
、市
民
を
対
象
に
し
た
展

示
・
試
乗
会
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

　
専
門
の
講
習
を
受
け
た
市
職
員

が
運
転
す
る
燃
料
電
池
自
動
車
に

乗
車
で
き
ま
す
。申
込
み
は
次
の
と

お
り
で
す
。見
学
の
み
の
参
加
は
、

申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
日
時
／
１
月
31
日（
月
）午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分
　

　
場
所
／
市
役
所
４
号
館（
旧
市
民

セ
ン
タ
ー
）駐
車
場

　
回
数
／
①
午
後
１
時
30
分
の
部
、

②
午
後
２
時
30
分
の
部
、③
午
後
３

時
30
分
の
部
の
３
回

　
定
員
／
各
部
25
人（
計
75
人
）【
複

数
で
の
参
加
希
望
は
代
表
者
に
よ

る
申
込
み
可
】

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
企
画
課（
�

22
―
３
１
５
２
）

究
極
の
エ
コ
カ
ー
展
示
・
試
乗
会

燃料電池自動車ホンダＺＣＩ

最低賃金件名 改正最低
賃 金 額

千 葉 県 最 低 賃 金 678円

発効日 引上げ額

1円

調味料製造業…① 767円

鉄 鋼 業 795円

一般機械器具製造業…② 785円

電気機械器具、情報通信
機械器具、電子部品、デ
バイス製造業… ③

782円

精密機械器具製造業 767円

各種商品小売業…④ 748円

自動車（新車）小売業 777円 2円

2円

産
　
業
　
別
　
最
　
低
　
賃
　
金

H16.12.25

H16.10.1

1円

最低賃金一覧表

注：①は、味そ製造業を除く。②は、事務用・サービス用・民生用
機械器具製造業、その他の機械・同部品製造業、建設機械・鉱山機
械製造業のうち建設用ショベルトラック製造業及び縫製機械製造業
のうち毛糸手編機械製造業を除く。③は、電球・電気照明器具製造
業及び電気計測器製造業を除く。④は、衣・食・住にわる各種商品
を小売する事業所で、その事業所の性格上いずれが主たる販売商品
であるか判別できない事業所。

1円

　
県
内
す
べ
て
の
事
業
場
で
働
く

労
働
者（
パ
ー
ト
、ア
ル
バ
イ
ト
を

含
む
）に
適
用
さ
れ
る「
千
葉
県
最

低
賃
金
」、特
定
の
業
種
の
事
業
場

で
働
く
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

「
産
業
別
最
低
賃
金（
７
業
種
）」が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
最
低
賃
金
に
は
、精
皆
勤

働
く
ル
ー
ル
の
最
低
賃
金

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
館
山
で
は
、Ｕ

タ
ー
ン
者
の
就
職
促
進
を
目
的
に

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
希
望
者
は
履
歴
書
を
複
数

持
参
し
、当
日
直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
日
時
／
２
月
10
日（
木
）午
後
１

時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分（
受

Ｕ
タ
ー
ン
雇
用
促
進
合
同
面
接
会

付
開
始
午
後
１
時
）

　
場
所
／
た
て
や
ま
夕
日
海
岸
ホ

テ
ル

　
対
象
／
安
房
地
域
で
就
職
を
希

望
す
る
人
、雇
用
対
象
求
人
事
業

主　
問
合
せ
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
館
山

（
�
22
―
２
２
３
６
）

手
当
、通
勤
手
当
、家
族
手
当
、

賞
与
、時
間
外
手
当
、深
夜
手

当
な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　
最
低
賃
金
と
産
業
別
最
低

賃
金
は
、時
間
額
で
す
。

　
問
合
せ
／
千
葉
県
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室（
�
043
―

221
―
２
３
２
８
）、24
時
間
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
�
043
―
221

―
４
７
０
０
）
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内
容
／
住
環
境
整
備
の
ポ
イ
ン

ト
や
住
宅
改
修
の
事
例
紹
介
な
ど

　
対
象
／
市
内
の
施
工
業
者
等

　
講
師
／
千
葉
県
住
宅
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
協
議
会

　
定
員
／
80
人

　
参
加
費
／
500
円（
テ
キ
ス
ト
代
。

当
日
に
徴
収
）

　
締
切
／
１
月
28
日（
金
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
高
齢
者
福

祉
課（
�
22
―
３
４
８
７
）

訪
問
介
護
員
指
導
者
研
修

を
主
と
し
て
募
集
）

　
所
在
地
／
市
川
市
国
府
台
１
―

５
―
20

　
交
通
／
Ｊ
Ｒ
市
川
駅
か
ら
バ
ス

７
分
、京
成
国
府
台
駅
か
ら
徒
歩
10

分　
寮
費
／
月
額
３
万
９
千
円（
朝
夕

食
込
み
）

　
受
付
期
間
／
３
月
17
日（
木
）ま
で

　
選
考
日
／
第
１
回
２
月
28
日

（
月
）、第
２
回
３
月
22
日（
火
）

　
問
合
せ
／（
財
）県
育
英
会
館
学

生
寮（
�
047
―
372
―
９
８
４
６
）

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

め
ざ
し
、
男
女
共
同
参
画
市
民
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
昨
年
度
、
県
女
性
セ
ン
タ
ー
が

実
施
し
た
セ
ミ
ナ
ー
「
楽
し
く
介

護
　
男
女
で
介
護
」
の
第
二
弾
と

し
て
、
介
護
福
祉
士
な
ど
を
務
め

る
中
田
光
彦
氏
を
招
き
ま
す
。

　
男
女
で
協
力
し
合
い
、
楽
に
介

護
が
で
き
る
コ
ツ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
参
加
希
望
者
は
、
事
前
の
申
込

み
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
会
場
内
に
保
育
室
を
設

け
ま
す
。希
望
者
は
、事
前
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

　
日
時
／
２
月
２
日（
水
）午
後
１

時
30
分
か
ら
午
後
３
時
（
午
後
１

時
開
場
）

　
会
場
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
テ
ー
マ
／
男
女
で
介
護
　
楽
し

く
介
護
Ⅱ

　
講
師
／
中
田
光
彦
氏

　
参
加
費
／ 

無
料

　
定
員
／
150
名

　
問
合
せ
・
申
込
先
／
秘
書
広
報

課
男
女
共
同
参
画
係
（
�
22
―
３

１
３
５
）

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒
296
―
８

６
０
２
　
亀
田
総
合
病
院
継
続
学

習
セ
ン
タ
ー（
�
０
４
７
０
―
99

―
１
１
６
５
、Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
７
０

―
99
―
１
１
９
５
）

な
い
、で
も
怖
い
」

　
講
師
／
医
療
法
人
博
道
会
理
事

長
　
大
島
博
幸

　
定
員
／
100
人

　
参
加
費
／
無
料

　
問
合
せ
／
館
山
病
院
地
域
医
療

連
携
室（
�
22
―
１
１
２
２
内
線

145
）

介
護
保
険
住
宅
改
修
研
修
会

学
生
寮
の
寮
生 

県
育
英
会
館

男
女
共
同
参
画
市
民
セ
ミ
ナ
ー

公
開
講
座

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
先
導
車
で
登
場中田光彦氏

市
民
展
示
・
試
乗
会

せら知お



　「
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
は
介
護
が
中
心
か
、
治
療
が
中
心
か
な
ど
に

よ
っ
て
３
種
類
の
施
設
に
分
か
れ
ま
す
。
こ
の
な
か
か
ら
入
所
す
る

施
設
を
選
び
、
利
用
者
が
直
接
申
し
込
ん
で
契
約
を
結
び
ま
す
。

　
問
合
せ
／
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
対
策
係
（
�
22
―
３
４
８
７
）

①
介
護
老
人
福
祉
施
設

　（
生
活
介
護
が
中
心
の
施
設
）

　
　
常
に
介
護
が
必
要
で
、自
宅
で
は
介
護
が
で
き
な
い
方
が
対
象
の

　
施
設
で
す
。食
事
、入
浴
、排
せ
つ
な
ど
の
日
常
生
活
の
介
護
や
、

　
健
康
管
理
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
介
護
老
人
保
健
施
設

　（
介
護
や
リ
ハ
ビ
リ
が
中
心
の
施
設
）

　
　
病
状
が
安
定
し
、家
庭
に
戻
れ
る
よ
う
に
リ
ハ
ビ
リ
に
重
点
を
お

い
た
介
護
が
必
要
な
方
が
対
象
の
施
設
で
す
。医
学
的
な
管
理
の

　
館
山
体
験
観
光
協
議
会
で
は
、市
民
に
地
域

の
観
光
資
源
の
魅
力
を
再
認
識
し
て
も
ら
お

う
と
、館
山
再
発
見
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
昼
食
は
、観
光
定
置
網
で
獲
れ
た
魚
を
賞
味

で
き
ま
す
が
、ご
は
ん
の
み
各
自
で
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
日
時
・
コ
ー
ス
／
２
月
19
日（
土
）市
役
所
４

号
館（
旧
市
民
セ
ン
タ
ー
） 

午
前
９
時
45
分
集

合
〜
観
光
定
置
網【
坂
田
】（
お
土
産
付
、昼
食
）

〜
菜
の
花
摘
み【
腰
越
】〜
い
ち
ご
狩
り
30
分

食
べ
放
題【
山
本
】〜
市
役
所
４
号
館
午
後
４

時
頃
着（
バ
ス
で
移
動
）。雨
天
決
行
。荒
天
の

場
合
は
、一
部
メ
ニ
ュ
ー
の
変
更
や
中
止
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
対
象
／
市
民
と
市
内
に
勤
務
し
て
い
る
人

　
参
加
費
／
１
人
６
千
円（
入
園
料
、保
険
料

含
む
）。申
込
後
に
銀
行
振
り
込
み
。申
込
後
の

取
消
料
は
、３
日
前
か
ら
前
日
ま
で
は
参
加
費

用
の
30
％
、当
日
は
参
加
費
用
の
100
％
い
た
だ

き
ま
す
。

　
定
員
／
50
人（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　
申
込
方
法
／「
館
山
再
発
見
ツ
ア
ー
参
加
希

望
」と
し
、住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
を
記
入
し
て
、ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
先

ま
で
。
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２月のプログラム子ども市民大学 問合せ／生涯学習課（�22－3698）

大房岬少年自然の家
�33－4561

小学生を
含む家族
40人

春の房総パノラマ体験「イチゴ狩りや花摘みを
通して、早春の南房総を楽しむ」
（1/20から申込開始）

館山市図書館
�22－0701

10:30～ 60人
幼児

 4日
（ 金 ）

おはなし会（幼児向け）

たいぶさコース
仁

１月中旬から申込みがはじまるもの

3/5～6
（一泊二日）

館
山
再
発
見
ツ
ア
ー

安房医師会病院では、年間365日24時間体制で、救急患者を受け入れています。
病院内には、初期診療施設として、安房郡市夜間急病診療部（午後７時～午後10時・年中無
休）が設置されています。

安房医師会病院
�25－5111

夜間救急・休日救急

【休日･夜間】
【休日】

 1日（火）
 2日（水）
 3日（木）

 4日（金）

 5日（土）
 6日（日）

 7日（月）
 8日（火）
 9日（水）
10日（木）

11日（金）

12日（土）
13日（日）

14日（月）

東条病院（鴨川市）　�0470－92－1207
小田病院（鴨川市）　�0470－92－1128
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　　　　�0470－92－2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　　�0470－97－1221
鋸南病院(鋸南町) 　　　　  �55－2125
東条病院（鴨川市）　�0470－92－1207
鈴木内科クリニック（市内）  �22－8880
富山国保病院(富山町)         �58－0301
鋸南病院(鋸南町)               �55－2125
赤門整形外科内科(市内       �22－0008
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　　　　�0470－92－2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　　�0470－97－1221
小田病院（鴨川市）   �0470－92－1128
赤門整形外科内科(市内)      �22－0008
中原病院（和田町）               �47－2021
富山国保病院(富山町)          �58－0301

症状よっては対応できない場合もあります。
判断できない場合は、当日の夜間待機施設か
安房郡市消防本部（�22－2233）へ問い合わせてください。

２月
◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

安房医師会病院以外の夜間救急は、次のとおりで、夜間待機施設として、
午後５時から翌朝８時まで診療します。
【休日】は休日当番医です。【休日・夜間】は、休日当番医で夜間救急も行います。

※都合により、当番医が変更になる場合があります。

東条病院（鴨川市）   �0470－92－1207
小田病院（鴨川市）　�0470－92－1128
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　　　　�0470－92－2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　　�0470－97－1221
赤門整形外科内科(市内)       �22－0008
鋸南病院(鋸南町)     　      �55－2125
富山国保病院(富山町）　     �58－0301
東条病院(鴨川市)    �0470－92－1207
小田病院（鴨川市）　�0470－92－1128
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　　　　�0470－92－2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　　�0470－97－1221
鋸南病院(鋸南町） 　　　      �55－2125
館山病院（市内） 　　　        �22－1122
太田整形外科医院（市内)      �23－2318
富山国保病院(富山町） 　     �58－0301

安房医師会病院の小児科の診療は、日曜日の9:30～16:00に、
救急のみ診察します。祭日については問合せてください。
他の時間帯は、内科医による初期診療です。

【休日･夜間】
【休日】

15日（火）
16日（水）
17日（木)

18日（金）

19日（土）
20日（日）
21日（月）
22日（火）
23日（水）
24日（木）

25日（金）

26日（土)
27日（日）

28日（月）

【休日･夜間】

【休日･夜間】【休日･夜間】
【休日】

　
締
切
／
２
月
10
日（
木
）ま
で

　
問
合
せ
・
申
込
先
／
〒
294
―
８
６
０

１
　
観
光
課
観
光
企
画
室（
�
22
―
３

３
４
６
、Ｆ
Ａ
Ｘ
23
―
３
１
１
６
）

日　　時 プログラム（会場等） 定員・対象 問 合 せ 先 コ ー ス

毎日曜日
祝日 10:00～ 甲冑を着よう

（観覧料として小中学生80円、一般150円）

小学生以上
の入館者

館山市立博物館
�23－5212

しろやまコース
信

  5日
（ 土 ）

12日
（ 土 ）

2/11
～3/21

巡回展
掘り起こされた房総の歴史

安房博物館
�22－8608

 9:00
～16:30

かがみがうらコース
智入館者

26日
（ 土 ）

 19日
（ 土 ）

プラネタリウム一般公開
「カストルとポルックスの兄弟愛（ふたご座）」

一　般
200人

大房岬少年自然の家
�33－4561

たいぶさコース
仁

10:15～

館山野鳥の森
�28－0166

鳥となかよしコース
孝

ネイチャークラフト作り
「自然の恵みを使った壁飾り」（1 , 575円）

どなたでも
30人

10:00
～15:00

おはなし会 館山市図書館
�22－0701

14:00～ ぶんがくコース
孝

小学生
60人

将棋教室 小学生以上 館山市中央公民館
�23－3111

わんぱくコース
悌

13:30～

おはなし会 館山市図書館
�22－0701

14:00～ ぶんがくコース
孝

小学生
60人

将棋教室 小学生以上
館山市中央公民館
�23－3111

わんぱくコース
悌

13:30～

博物館教室「勾玉づくり」
※午前・午後開催　電話申込（100円）

安房博物館
�22－8608

①10:00
②13:00

かがみがうらコース
智

小学生以上
各20人

おはなし会 館山市図書館
�22－0701

14:00～ ぶんがくコース
孝

小学生
60人

おはなし会
館山市図書館
�22－0701

14:00～
ぶんがくコース

孝
小学生
60人

安房学講座「安房の地形と地質」
※電話申込（200円）

安房博物館
�22－8608

14:00～
かがみがうらコース

智
一　般
80人

　
施
設
を
利
用
し
て
の
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
ポ
イ
ン
ト
介
護
保
険 

44市内にある施設の一覧
《介護老人福祉施設》　　　　　　
館山特別養護老人ホーム（�23－4831）
だん暖の郷（�20―8090）
《介護老人保健施設》
赤門なのはな館（�29―2700）
《介護療養型医療施設》
小林病院（�27―3811）
館山病院（�22―1122）
北条病院（�23－1966）

も
と
で
の
介
護
や
看
護
、

リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

③
介
護
療
養
型
医
療
施
設

　（
医
療
が
中
心
の
施
設
）

　
　
病
状
は
安
定
し
て
い
る

も
の
の
、比
較
的
長
期
間

に
わ
た
り
療
養
が
必
要
な

人
が
対
象
の
施
設
で
す
。

　
　
介
護
体
制
の
整
っ
た
病

院
な
ど
の
医
療
施
設
で
、

日
常
必
要
な
医
療
や
看

護
、医
学
的
管
理
の
も
と

で
の
介
護
や
機
能
訓
練
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

ワン！
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２月のイベントインフォメーション

平成17年１月15日

館山駅市民ギャラリー
 1/31～ 2/ 28
日　程 催　物　名

12月22日現在の申込み分を掲載。
問合せ／中央公民館 �23－3111コミュニティセンター

問合せ／都市計画課  �22－3612

※主催者の都合により変更になることがあります。

平成17年度インターハイ剣道大会
ポスター・プログラム表紙入選作品展

書初展覧会
２/３（木）
２/４（金）
２/５（土）

13:00～17:00
 9:00～17:00
 9:00～16:00

日　程 催　物　名開催時間

安房書道会

主　催　者

12月22日現在の申込み分の中より掲載。
主催者の都合により変更になることがあります。
問合せ／千葉県南総文化ホール �22－1811
千葉県文化振興財団ホームページ　http://www.cbs.or.jp

南総文化ホール
２月の休館日／７日、14日、21日、28日

「輝け郷土芸能」～和太鼓と民謡～
映画「いま、会いにゆきます」

安房支部教育フォーラム2005

  13:30～16:30
　19:00～20:58

　 9:30～11:20

南総文化ホール �22－1811ペ
ニンシュラ　�23－8802

千葉県教職員組合安房支部�22－0670

有　料
有　料

無　料

日　時 催　　物　　名 使 用 時 間 帯 入場方法 主　催　者

平成16年度「健康づくりのつどい」
１・２年合同研究発表会
「家庭教育」講演会

サウンドシグマ１周年うたまつり
こども英語発表会
林優子ピアノ教室発表会

安房健康福祉センター�22－4511
千葉県生涯大学校南房学園�24－0789
ＮＰＯ明るい社会づくり運動
フォーラム南房総 �23－6336
サウンドシグマ    �22－9866
英会話クラブサビーネ�23－3394
林優子　　            �38－3536

無　料
関係者
無　料

無　料
無　料
無　料

 2日（水）
 9日（水）
13日（日）

17日（木）
20日（日）
26日（土）

　13:30～16:00
　10:00～15:00
　14:00～16:00

　12:00～16:30
　14:00～16:00
　13:30～16:00

 6日（日）
16日（水）
17日（木）
26日（土）

 

小 

ホ 

ー 
ル

大
ホ
ー
ル

「輝け郷土芸能」和太鼓と民謡
　安房地域をはじめとする県内のアマチュア文化団
体（６団体）が創作和太鼓や民謡を披露します。
と　き／２月６日（日）午後１時30分開演
ところ／南総文化ホール大ホール
出　演／《和太鼓》館山白百合学園
　館山黒潮太鼓（館山市）、
　勝浦太鼓（勝浦市）、
　銚子はね太鼓保存会（銚
　子市）《民謡》勝八会
　（館山市）、鴨川市民謡保
　存会（鴨川市）、若荻会
　（白浜町）
入場料／500円（全席自由）
問合せ／南総文化ホール
            �22―1811

南房総花摘みコンサート
　コンサートと花摘みなどをセットにした催しもので
す。足立さつきさんがオペラ･アリアやからたちの花な
ど花や春にちなんだ名曲を、ピアニストの斎藤雅広さ
んとともに紹介します。観光セット券を購入するとコ
ンサートと「花摘み」か「いちご狩り」の入園券もつ
いています。コンサートだけの入場券も販売します。
とき／1月30日（日）午後２時開演
ところ／南総文化ホール大ホール
 《花摘み》花の里・フローラルビレッジ名倉
 《いちご狩り》館山いちご狩りセンター
出演／足立さつき（ソプラノ）・斎藤雅広（ピアノ）
料金／コンサート入場券　3,000円
　　 観光セット券　　　3,500円
（花摘み、いちご狩りの有効期限は２月28日まで）
問合せ／南総文化ホール（�22－1811）
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こんなことあんなこと 相談案内 お気軽にどうぞ！
相談はすべて無料です。（結婚・介護相談以外は、土曜日曜祝日は休みます）

秘密は厳守されますからお気軽にご相談ください。

心配ごと
（一般相談員による相談）
　日時／毎週火曜日（祝日の場合は翌日）
　　　　午前10時～午後３時
（専門相談員による相談）
　日時／毎月第１、第３火曜日
　　　　午後１時～午後３時
　対象／一般相談員の相談を受けた人、
　　　　１日４人まで
　場所／市役所４号館
　問合せ／社会福祉協議会　�23－5068

介　護
　在宅での介護に関する心配ごと、悩みごと
　日時／24時間、毎日
　場所／館山市在宅介護支援センター
　　　　なのはな　　�29－2800
　　　　ほほえみ　　�27－6411
　　　　たてやま　　�25－7191
　　　　安房医師会　�25－5030

  古　紙

  6日（日）

15日（火）

13日（日）

22日（火）

11日（金）

27日（日）

10日（木）

  7日（月）

24日（木）

23日（水）

  紙パック

17日（木）

   3日（木）

10日(木）

24日（木）

10日（木）

地 区 名

館 　 山

北 　 条

那古・船形

西岬・富崎

神　  戸

豊　  房

館野・九重

●２月の古紙・紙パック収集日

　◎希望します【希望条件】

　【相談】 グランドピアノ

　問合せ／商工課消費生活係　�22－3956

不用品情報コーナー

乳幼児
　◎乳児健診
　日時／２月16日（水）
　対象／４か月児
　受付／午後１時30分～２時30分
　◎乳児相談（１歳未満の乳児）
　日時／２月７日（月）
　受付／午前9時30分～10時３0分
　◎１歳６か月健康診査（１歳６か月児）
　日時／２月３日（木）
　対象／平成15年７月生まれ児
　受付／午後１時20分～１時40分
　◎３歳児健康診査（３歳６か月児）
　日時／２月24日（木）
　対象／平成13年８月生まれ児
　受付／午後１時20分～１時40分
　※場所は保健センター（�23－3113）

家庭教育
　生活習慣、登校拒否、非行の相談など　
　日時／月～金曜日　午前９時～午後４時
　場所／中央公民館
　問合せ／�23－3111

身障・知的障害
　日時／身障障害：毎月第２金曜日
　　　　知的障害：毎月第４火曜日
　　　　午後１時～午後３時
　場所／身障障害：伊賀整形外科クリニック
　　　　知的障害：田村病院
　申込・問合せ／社会福祉課に必ず事前に申込み
　　　　　　　をしてください。�22－3492

人権相談
　日時／毎週水曜日　午前10時～午後４時
　※祝日の場合は前日または後日
　場所・問合せ／千葉地方法務局館山支局
　　　　　　　　人権相談室　�22－0620

交通事故
　電話でもできます
　日時／毎日　午前９時～午後４時30分
　場所／南房総県民センター安房事務所内
　問合せ／�22－7132

行政相談
　国など、行政への苦情や意見、要望
　日時／２月16日（水）午前10時～午後３時
　場所／富崎地区公民館
　問合せ／市民相談室　�22－3199

消費生活
　商品のサービスや苦情、問合せ。
　日時／２月３日（木）・17日（木）
　　　　午前９時～午後４時
　場所・問合せ／市民相談室  �22－3199

市民生活
　市民生活あれこれ、お気軽にどうぞ
　日時／毎日　午前９時～午後５時
　場所・問合せ／市民相談室 �22－3199

○新聞、雑誌、ダンボールに分けて
　ごみ搬出場所へ
○収集日の午前８時30分までに
○雨でも収集します。濡れないように　ビ
ニールなどで覆ってください。
○紙パックは切り開き、洗ってたばね　てく
ださい。
問合せ／環境保全課　�22－3354

法律相談
　弁護士が相談に応えます。相談は無料ですが、
あらかじめ予約と相談内容をご連絡ください。
先着８人で締め切ります。
　日時／２月18日（金）午後１時～午後４時
　場所／コミュニティセンター
　予約開始／２月10日（木）午前９時から
　問合せ／市民相談室  �22－3199

児　　童
　家庭関係・養育問題など　
　日時／毎日　午前８時30分～午後５時
　場所／家庭児童相談室
　　　　�22－3111内線576

精神保健
 　不眠、イライラ、対人関係、老人ボケ等の心配
　日時／２月１日（火）・８日（火）・15日（火）
　場所／安房健康福祉センター
　申込／�22－4511（予約必要）

結  婚
　日時／第１、第３日曜日午前10時～午後４時
　場所／市役所４号館
　問合せ／社会福祉協議会 �23－5068

年　　金
厚生年金など
日時／2月17日（木）館山市役所
受付／午前8時30分から正午
　　　来場者が多数の場合、早めに受付　　　
を終了する場合があります。
相談／午前10時から午後3時
問合せ／市民課保険年金係  �22－3418

このコーナーは、一般家庭で不要となった物で、

まだ十分に利用価値のある品物を再利用するた

めの情報交換窓口です。不用品の交換取引は当

事者間で行っていただきます。商工課では情報

交換のみで、商品の預かりや運搬は行っていま

せん。




